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岡山大学法科大学院弁護士研修センター（OATC）　
組織内弁護士研修会記録
岡山大学法科大学院弁護士研修センター（OATC）は、弁護士の継続教育及び組織内弁護士養成を
目的として、平成24年12月の設立以来、多様な研修活動を進めてきましたが（これまでの活動につい
ては、臨床法務研究第20号145頁以下参照）、平成30年度の活動は下記のとおりです。
OATCセンター長　吉野夏己
【組織内弁護士研修】
第１回　「医療機関内弁護士の活動について」
日　時：平成30年８月25日（土）14：00～16：00
場　所：岡山大学文化科学系総合研究棟共同研究室
講　師：水沼直樹氏（弁護士）
水沼弁護士は、平成29年12月まで亀田総合病院における５年間にわたる医療機関内弁護士としての
経験をもとに、現在は弁護士業務の傍ら、医療系学会で教育講演や複数の診療ガイドラインの作成委
員も務めらるなど多様な活動を行っており、本研修では、医療機関内弁護士としての活動、医療安全
に関する取組みなど、医療機関や医療安全をめぐる法的問題についての現状および課題に関する研修
が行われた。
第２回　「効果的な民事反対尋問の技術」
日　時：平成30年10月14日（日）14：00～16：00
場　所：岡山大学文化科学系総合研究棟共同研究室
講　師：京野哲也氏（筑波大学客員教授・弁護士・元司法研修所教官）
京野弁護士は、これまで経験から把握するしかないと言われていた民事反対尋問の技術を「読む」
ことにより会得する方法を開発し、京野弁護士編著の『民事反対尋問のスキル』（ぎょうせい）に結実
させた。本講演では、「何を、いつ、どのように聞くか」について説明するとともに、組織内弁護士向
けに、「聞き出す技術―ビジネスに応用できる民事反対尋問の技術」についても言及された。
第３回　「国税不服審判所制度について」
日　時：平成30年11月16日（金）18：00～19：30
場　所：岡山大学文化科学系総合研究棟第６演習室
講　師：広島国税不服審判所長　御園生功氏
国税審判官　鈴木尚也氏（公認会計士出身）
国税審判官　中村和寛氏（弁護士出身）
広島国税不服審判所管理課長　橋本和之氏
「臨床法務研究」第22号
－134－
国税不服審判所は100名ほどの審判官について2009年頃から民間からの審判官を約半数とする改革
を行い、約50名の民間からの審判官のうち半数を弁護士、残りを税理士・会計士が占めており、弁護
士採用数は中央政府機関では最多の組織である。今回は、中村審判官からは、弁護士経験の活用法を
意識して審判官としての職務、また、鈴木審判官からは、公認会計士の立場から国税不服審判所の活
動についてお話しをされた。
第４回　「企業法務最前線」
日　時：平成30年12月７日（金）14：35～16：05
場　所：岡山大学文化科学系総合研究棟第５演習室
講　師：香西大孝氏（大倉工業株式会社）
香西氏は、合成樹脂フィルムなどを製造する加工メーカーである大倉工業（株）（香川県丸亀市）で
法務担当として７年の経歴を有し、また、以前出版社で六法の編集に携わられたこともある。海外企
業との契約交渉や現地法に対する知識の獲得、専門的契約に関する専門弁護士とのコネクションの問
題など、加工メーカーならではの企業法務の最前線について研修が行われた。
【セミナー】
○「英文契約の基礎」（英文契約の基礎、売買契約、業務委託契約）
日　時：平成30年11月22日（木）14：30～18：30
場　所：岡山大学文化科学系総合研究棟共同研究室
講　師：佐藤厚氏（味の素株式会社法務部グループシニアマネージャー）
佐藤氏は、味の素株式会社法務部やカルピス株式会社法務部に勤務され、インディアナ大学ロース
クールに留学経験もあり、M＆A、海外取引案件など数多くの事案をてがけてこられ（法学教室391
号40頁、臨床法務研究21号55頁参照）、これら法務部における長年のご経験をふまえ、国際法務の中心
的業務である英文契約の基礎について、売買契約、業務委託契約等の実際の英文契約書を題材に研修
を行った。
【地域企業内法務担当者ネットワークセミナー】
○「行政庁における労災取消訴訟について」
日　時：平成31年２月７日（木）※予定
場　所：岡山大学文化科学系総合研究棟第５演習室
講　師：高祖明己氏（厚生労働省岡山労働局労働基準部労災補償課労災補償監察官）
